
     建設業における金属アーク溶接等作業主任者 №218000 

限定技能講習テキスト 

＜新旧対照表＞ 2 版 令和 6 年 9 月 6 日 

【補足事項】※「旧版」から「新版」への文章の修正・追加・削除部分は、下線部を参照してください。 

※誤字・脱字および奥付等の軽微な修正は割愛します。 

※参考等の法令改正は引用先となる「発翰番号」「表題」のみ掲載します。 

（旧版） 初版 （令和 5 年 11 月 24 日） （新版） 2 版 （令和 6 年 9 月 6 日） 

[ 表記・用語の統一   ] 

※旧版から新版への改訂にあたり、表記・用語を統一したものはありません。 
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（旧版） 初版 （令和 5 年 11 月 24 日）  （新版） 2 版 （令和 6 年 9 月 6 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

目次

２ 

 (赤枠を右記に変更) 

 

目次

２ 

 ３.応急処置を追加 
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（旧版） 初版 （令和 5 年 11 月 24 日）  （新版） 2 版 （令和 6 年 9 月 6 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

目次 

３ 

 （右記に変更） 

 

目次 

３ 
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（旧版） 初版 （令和 5 年 11 月 24 日）  （新版） 2 版 （令和 6 年 9 月 6 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

目次

４ 

 （右記に変更） 

 

目次 

４ 
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（旧版） 初版 （令和 5 年 11 月 24 日）  （新版） 2 版 （令和 6 年 9 月 6 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

目次

５ 

 （右記に変更） 目次 

５ 

  

 

 

 
 

 

 
 

２ 上から

６行目 

〜は、5,000〜20,000℃の高温で〜 2 上から 

6 行目 

〜は、5,000〜15,000℃の高温で〜 

2 下から

２行目 

〜であるが、温度は 5,000〜20,000℃の高

温に 

２ 下から 

２行目 

〜であるが、温度は 5,000〜15,000℃の高

温に 

３ 図 1-1 （赤枠を削除） ３ 図 1-1  

 

 
 

 

 
 

3 下から

4 行目 

溶接時の溶接ヒュームの発生機構を下記に

示す（1-2）。 

3 下から

5 行目 

溶接時の溶接ヒュームの発生機構を次に示

す（1-2）。 

4 上から

2 行目 

〜舞い上がる煙状のものが溶接ヒューム〜 4 上から

1 行目 

〜舞い上がる煙状に見えるものが溶接ヒュ

ーム〜 

5 上から

15 行目 

〜を用いて行うミグ（MIG）溶接がありま

す。                       

5 上から

15 行目 

〜を用いて行うミグ（MIG）溶接がある。 

7 上から 

30 行目 

〜母材との間に電気アークを発生させ、〜 7 上から 

30 行目 

〜母材との間に電気アーク（アーク放電の

ことをいう。）を発生させ、〜 

8 上から 

3 行目 

断物）との間にアーク（アーク放電のこと

をいう。）を発生させ、〜 

8 上から 

3 行目 

断物）との間にアークを発生させ、〜 

8 上から 

30 行目 

極と母材間にアーク（アーク放電のことを

いう。）を発生させて母材を〜 

8 上から 

30 行目 

極と母材間にアークを発生させて母材を〜 

9 上から 

17 行目 

〜溶接棒の約 7 割を占める心線によって、

酸化鉄〜 

9 上から

17 行目 

〜溶接棒の約 7 割を占める心線（ワイヤを

含む）によって、酸化鉄〜 
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（旧版） 初版 （令和 5 年 11 月 24 日）  （新版） 2 版 （令和 6 年 9 月 6 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

8 

 

上から

21 行目 

溶接ヒュームの粒子は、0.0001mm 以下と

非常に微細なものが多く、〜 

9 表 3-1 

欄外 

溶接ヒュームの粒子は、0.1μm 程度と非

常に微細なものが多く、〜 

10 上から

15 行目 

溶接ヒュームは、粒径がわずか 0.1〜1μｍ

程度の微細な粒子状の〜 

10 上から

15 行目 

溶接ヒュームは、粒径は 0.1μｍ程度の微

細な粒子状の〜 

10 上から 

23 行目 

溶接ヒュームには、ヒュームに含まれる塩

基性マンガンにより、〜 

10 上から

23 行目 

溶接ヒュームには、ヒュームに含まれる酸

化マンガン、三酸化二マンガン等により、

〜 

10 表 2-1 （赤枠を右図に修正） 10 表 2-1  

 

 
 

 

 
 

11 上から

35 行目 

〜肺胞やその周囲に繊維組織を増やすこと

で〜 

11 上から

35 行目 

〜肺胞やその周囲に線維組織を増やすこと

で〜 

14 上から

18 行目 

〜一酸化炭素中毒に適した防護マスクまた

は、電動ファン付き呼吸用保護具〜 

14 上から

18 行目 

〜一酸化炭素中毒に適した電動ファン付き

呼吸用保護具〜 

14 図 2-5 屋内解放作業場における CO 濃度の時間変

動（一例） 

14 図 2-5 屋内開放作業場における CO 濃度の時間変

動（一例） 

16 下から

2 行目 

⑤ 作業者と粉じんを取り除く（局所排

気）（図 3-4）。 

16 下から

2 行目 

⑤ 作業者がばく露しないように粉じんを

取り除く（局所排気）（図 3-4）。 
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（旧版） 初版 （令和 5 年 11 月 24 日）  （新版） 2 版 （令和 6 年 9 月 6 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

19   19  （赤枠を追記） 
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（旧版） 初版 （令和 5 年 11 月 24 日）  （新版） 2 版 （令和 6 年 9 月 6 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

19   20

〜 

21 

 (赤枠を追加) 

  

 

 

 
 

19 上から

15 行目 

3. 健康管理 21 上から

12 行目 

4. 健康管理 

19 上から

23 行目 

〜作業者を対象とした特定健康診断があ

る。 

21 上から

20 行目 

〜作業者を対象とした特殊健康診断があ

る。 

19 上から

24 行目 

１）特定健康診断と結果に基づく事後措置 21 上から

21 行目 

１）特殊健康診断と結果に基づく事後措置 

19 上 か ら

27 行目 

にごとに 1 回定期（1 次検診）に特定健康

診断を受診するように義務付け〜 

21 上 か ら

24 行目 

ごとに 1 回定期（1 次検診）に特殊健康診

断を受診するように義務付け〜 

19 下から

4 行目 

〜については、検診を行った〜 

 

21 下から

6 行目 

〜については、健康診断を行った〜 
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（旧版） 初版 （令和 5 年 11 月 24 日）  （新版） 2 版 （令和 6 年 9 月 6 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

20 表 3-2 (赤枠を修正) 22 表 3-2  

 

 
 

 

 
 

21 表 3-4 （右図に修正） 23 表 3-4  

 

 
 

 

 
 

22 上から

20 行目 

屋外作業場、毎回異なる屋外作業場、継続

して行う〜 

24 上から

20 行目 

屋外作業場、毎回異なる屋内作業場、継続

して行う〜 

22 表 4-1  24 表 4-1 （赤枠を追加） 

 

 
 

 

 
 

23 上から

33 行目

〜 

34 行目 

適切な保護具を選択して使用させることな

どがある。 

25 上から

33 行目 

〜 

35 行目 

適切な保護具を選択して使用させることな

どがある。なお、保護具着用管理責任者を

選任した場合は、保護具の選択について

は、保護具着用管理責任者の主な職務とな

る。 

30 

 

上から

1 行目 

粒子径は 1μｍ以下で、〜 32 上から

1 行目 

粒子径は 0.1μｍ程度で、〜 
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（旧版） 初版 （令和 5 年 11 月 24 日）  （新版） 2 版 （令和 6 年 9 月 6 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

31 図 1-1 （赤枠を右図に変更） 33 

 

図 1-1  

 

 
 

 

 
 

34 表 2-1 （赤枠を右図に修正） 36 表 2-1  

 

 
 

 

 
 

35 上から

7行目 

〜の床等は水洗等により容易に掃除できる 37 上から

7行目 

〜の床等は水洗等により容易に清掃できる 

35 上から

8 行目 

〜しない方法によって、毎日1回以上掃除

する 

37 上から

8行目 

〜しない方法によって、毎日1回以上清掃

する 
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（旧版） 初版 （令和 5 年 11 月 24 日）  （新版） 2 版 （令和 6 年 9 月 6 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

37 図 2-3 （赤枠を右図に修正） 39 図 2-3  

 

 
 

 

 
 

39 図 2-6 （赤枠を右記に修正） 

 

41 図 2-6  

 

 
 

 

 
 

42 上から

22 行目 

〜３タイプの換気方法がある。作業空間が

限られ、〜 

44 上 か ら

22 行目 

〜３タイプの換気方法がある。（図 4-8、4-

9、4-10 参照）作業空間が限られ、〜 

44 上から

26 行目 

〜 

30 行目 

〜、特化則第 28 条２項に明記され、「局所

排気装置、プッシュプル型換気装置、除じ

ん装置、排ガス処理装置、排液処理装置そ

の他作業者が健康障害を受けることを予防

するための装置を、１か月を超えない期間

ごとに点検すること。」と定められ、全体

換気装置は、その他作業者が健康障害を受

けることを予防するための装置に含まれる

ために同様の点検を行わなくてはならな

い。 

46 上から

26 行目 

〜 

29 行目 

特化則第 28 条の２第２号に明記され、 

全体換気装置その他作業者が健康障害を受

けることを予防するための装置を、１か月

を超えない期間ごとに点検すること。と定

められ、全体換気装置を点検することとさ

れている。 

47 上から

22 行目 

〜または水洗によって容易に掃除できる構

造のもの 

49 上 か ら

22 行目 

〜または水洗によって容易に清掃できる構

造のもの 

47 下から

1 行目 

〜 

2 行目 

〜人体に対して影響する電流値を下表に示

す（表 3-2）。 

49 下から

1 行目 

〜人体に対して影響する電流値を表 3-2 に

示す。 

49 

 

上 か ら

5 行目 

３）交流アーク溶接機自動電撃防止装置 51 上 か ら

5 行目 

３）交流アーク溶接機用自動電撃防止装置 

49 

 

上 か ら

9 行目 

が 95V 以下に、300A および 40A のものが

85V 以下と〜 

51 上 か ら

9 行目 

が 95V 以下に、300A および 400A のもの

が 85V 以下と〜 
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（旧版） 初版 （令和 5 年 11 月 24 日）  （新版） 2 版 （令和 6 年 9 月 6 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

49 

 

写真 

3-2 

 51 写真 

3-2 

（赤枠を追記） 

 

 
 

 

 
 

50 上 か ら

26 行目 

エ）現場所溶接では、〜 52 上 か ら

26 行目 

エ）現場溶接では、〜 

50 上から

28 行目 

オ）現場所溶接作業の時間帯に〜 52 上から

28 行目 

オ）現場溶接作業の時間帯に〜 

51 

 

写真 

3-3 

(赤枠を削除) 53 写真 

3-3 

 

 

 
 

 

 
 

60 上から

14 行目 

〜 

15 行目 

〜排気にも送風機を使用する送・排気方式

に変更する〜 

62 上から

14 行目 

〜 

15 行目 

〜排気にも送風機を使用する送・排気式風 

管換気方式に変更する〜 

61 図 4-9 

 

 63 図 4-9 

 

（赤枠を追記） 
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（旧版） 初版 （令和 5 年 11 月 24 日）  （新版） 2 版 （令和 6 年 9 月 6 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

61 図 4-10 

 

 63 図 4-10 （赤枠を追記） 

 

 
 

 

 
 

65 

 

図 1-1 

 

（赤枠を修正） 67 

 

図 1-1 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

66 

 

上 か ら

24 行目 

屋外作業場等についても防じんマスク〜 68 上から 

24 行目 

屋外作業場等については防じんマスク〜 

67 

 

表 1-2 （赤枠を修正、削除） 69 表 1-2  

 

 
 

 

 
 

70 下から 

4 行目 

〜 

3 行目 

着用者の顔面と呼吸用保護具の面体との

密着性は、着用者の顔の大きさ、鼻梁の高

さ、頬のふくらみ、顔の大きさ等が関係す

る。 

72 下から 

4 行目 

〜 

3 行目 

着用者の顔面と呼吸用保護具の面体との

密着性は、着用者の額の大きさ、鼻梁の高

さ、頬のふくらみ等が関係する。 

75 上から 

４行目 

〜 

5 行目 

ただし、電動ファン付き呼吸用保護具

（PAPR）に比べ、送風量が少ないこと 

から、呼吸時に常に面体内が陽圧ではない

ため、〜 

77 上から 

４行目 

〜 

5 行目 

吸気補助具付き防じんマスクは、電動フ

ァン付き呼吸用保護具（PAPR）に比べ、 

送風量が少ないことから、呼吸時に常に面

体内が陽圧になっていないため、〜 
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（旧版） 初版 （令和 5 年 11 月 24 日）  （新版） 2 版 （令和 6 年 9 月 6 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

76 上から

19 行目 

〜前髪等が面体の接顔部と顔面の間には入

り込んだり、 

78 上から

19 行目 

〜前髪等が面体の接顔部と顔面の間に入り

込んだり、 

81 上から 

17 行目 

〜給気ホースを索引しての作業となるため

行動範囲が限定され 

83 上から 

17 行目 

〜給気ホースを牽引しての作業となるため

行動範囲が限定され 

81 下から 

4 行目 

〜 

3 行目 

〜ホース先端に付いている空気取人口は、

酸素濃度が 18％以上の空気があり、汚染さ

れていない新鮮な空気が取り込め 

83 下から 

4 行目 

〜 

3 行目 

〜ホース先端に付いている空気取入口は、 

酸素濃度が 18％以上の空気があり、汚染さ

れていない清浄な空気が取り込め 

82 上から 

22 行目 

〜手動送風機または電動送付機を新鮮な空

気のある 

84 上から

22 行目 

〜手動送風機または電動送風機を新鮮な空

気のある 

85 下から 

4 行目 

〜ボンベの残圧や月一度の性能点検、年次

点検などの定期点検をし 

87 下から 

4 行目 

〜ボンベの残圧や 1 か月に 1 回以上の性能

点検、年次点検などの定 

86 図 3-8 

 

（赤枠を削除） 88 図 3-8  

 

 
 

 

     
 

89 上から

６行目 

使用後のマスクは汚れを掃除し、専用の

保管箱（袋）に〜 

91 上から

6 行目 

使用後のマスクは汚れを清掃し、専用の

保管箱（袋）〜 

89 上から

23 行目 

イ）使用後に汚れを掃除した後、専用の保

管箱（袋）に〜 

91 上から

23 行目 

イ）使用後に汚れを清掃した後、専用の保

管箱（袋）に〜 

89 上から 

30 行目 

〜 

35 行目 

〜保護具着用管理責任者を選任することと

されたが、溶接ヒュームはリスクアセスメ

ントの対象とならないため、金属アーク溶

接等作業に関しては、法令上は保護具着用

管理責任者の選任の義務はない。 

しかし、金属アーク溶接等作業において

は、特に呼吸用保護具を適切に選択し、使

用することが重要となるため、保護具全般

に関して必要な教育を受けた保護具着用管

理責任者を選任することが望ましい。 

91 上から 

30 行目 

〜 

31 行目 

〜保護具に関する知識および経験を有する

と認められる者のうちから、保護具着用管

理責任者を選任する。 

      

      

      

            

      

      



14 

 

（旧版） 初版 （令和 5 年 11 月 24 日）  （新版） 2 版 （令和 6 年 9 月 6 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

90 図 4-1 

 

 （赤枠を修正） 92 図 4-1 

 

 

 

 
 

 

 
  

91 上から 

5 行目 

〜遮光グラスが一体化して装備された、フ

ェイスシールド形もあ 

93 上から 

5 行目 

〜遮光グラスが一体化して装備された、フ

ェイスシールド型もあ 

91 

 

図 4-2 （赤枠を修正） 93 図 4-2  

 

 
 

 

 
 

91 上から

28 行目 

〜 

29 行目 

〜側方からの飛来にも対応するため、ゴグ

ル形、またはスペクタクル形もしくはフロ

ント形のサイドシールド付きの〜 

93 上から

28 行目 

〜 

29 行目 

〜側方からの飛来にも対応するため、ゴグ

ル型、またはスペクタクル型もしくはフロ

ント型のサイドシールド付きの〜 
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（旧版） 初版 （令和 5 年 11 月 24 日）  （新版） 2 版 （令和 6 年 9 月 6 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

99 上から 

16 行目 

（右記を追記） 101 上から 

16 行目 

第22 条 事業者は、次の健康障害を防止

するため必要な措置を講じなければならな

い。 

 １  原材料、ガス、蒸気、粉じん、酸

素欠乏空気、病原体等による健康障

害 

 ２  放射線、高温、低温、超音波、騒

音、振動、異常気圧等による健康障

害 

 ３  計器監視、精密工作等の作業によ

る健康障害 

 ４  排気、排液又は残さい物による健

康被害 

99 上から

17 行目 

階段の保全並びに換気、採光、照明、〜 101 上から

22 行目 

階段等の保全並びに換気、採光、照明、〜 

99 下から

10 行目 

〜 

12 行目 

８ 防じんマスク 

９〜 15 省略 

16 電動ファン付き呼吸用保護具 

101 下から 

1 行目 

〜 

6 行目 

８ 防じんマスク 

９ 防毒マスク 

10 〜 11 省略 

12 交流アーク溶接機用自動電撃防止装置 

13 〜 15 省略 

16 電動ファン付き呼吸用保護具 

99 下から 

1行目 

〜 

３行目 

５ 防じんマスク 

６〜 12 省略 

13 電動ファン付き呼吸用保護具 

102 上から 

６行目 

〜 

11行目 

５ 防じんマスク 

６ 防毒マスク 

７〜８ 省略 

９ 交流アーク溶接機用自動電撃防止装置 

10 〜 12 省略 

13 電動ファン付き呼吸用保護具 

101 上から 

27 行目 

５ 防じんマスク 104 上から 

27 行目 

５ 防じんマスク（ろ過材及び面体を有す

るものに限る。） 

101 上から 

31 行目 

12 保護帽（物体の飛沫若しくは落下又は

墜落による〜 

104 上から 

31 行目 

12 保護帽（物体の飛来若しくは落下又は

墜落による〜 

101 上から 

33 行目 

13 電動ファン付き呼吸用保護具 104 上から

33 行目 

〜 

34 行目 

13 防じん機能を有する電動ファン付き呼

吸用保護具 

14 省略 

102 上 か ら

4 行目 

（改正 令和5 年3 月28 日厚生労働省令第

33 号） 

105 

 

上から

4 行目 

（改正 令和6 年6 月3 日厚生労働省令第95 

号） 
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（旧版） 初版 （令和 5 年 11 月 24 日）  （新版） 2 版 （令和 6 年 9 月 6 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

106 上から 

32 行目 

（右記を追記） 109 上から

33 行目 

（皮膚障害等防止用の保護具） 

第594 条 事業者は、皮膚若しくは眼に 

害を与える物を取り扱う業務又は有害物 

が皮膚から吸収され、若しくは侵入し 

て、健康障害若しくは感染をおこすおそ 

れのある業務においては、当該業務に従 

事する労働者に使用させるために、塗布 

剤、不浸透性の保護衣、保護手袋、履物 

又は保護眼鏡等適切な保護具を備えなけ 

ればならない。 

２事業者は、前項の業務の一部を請負人に 

請け負わせるとき 

は、当該請負人に対し 

、塗布剤、不浸透性の保護衣、保護手袋 

、履物又は保護眼鏡等適切な保護具につ 

いて、備えておくこと等によりこれらを 

使用することができるようにする必要が 

ある旨を周知させなければならない。 

107 上から

15 行目 

〜当該保護具を使用しなければならない。

（施行日：令和6 年4 月1 日） 

110 上から 

25 行目 

削除 

108 上から 

5 行目 

（施行日：令和6 年4 月1 日） 111 上から

5 行目 

削除 

109 上 か ら

11 行目 

（特定化学物質作業主任者等の選任）（施

行日 令和６年１月１日） 

112 上から

14 行目 

（特定化学物質作業主任者等の選任） 

110 上 か ら

1 行目 

（施行日 令和６年１月１日） 113 上から

1 行目 

（金属アーク溶接等作業主任者の職務） 

114 上から 

22 行目 

（右記を追記） 117 上から

22 行目 

４ 前三項の規定は、金属アーク溶接等作

業主任者限定技能講習について準用す

る。この場合において、「特定化学物

質及び四アルキル鉛等作業主任者技能

講習」とあるのは「金属アーク溶接等

作業主任者限定技能講習」と、「特定

化学物質及び四アルキル鉛に係る」と

あるのは「溶接ヒュームに係る」と読

み替えるものとする。 

115 上から

4 行目 

〜 

5 行目 

（改正 令和4 年5 月31 日厚生労働省 

令第91 号） 

（施行日：令和6 年4 月1 日） 

118 上から 

4 行目 

〜 

5 行目 

（改正 令和6 年3 月18 日厚生労働省 

令第44 号） 

117 上から 

5 行目 

（施行日：令和5 年4 月1 日） 120 上から

5 行目 

削除 

118 上から 

5 行目 

（施行日：平成31 年4 月1 日） 121 上から 

5 行目 

削除 

120 上から

4 行目 

〜 

5 行目 

（改正 令和2 年12 月25 日厚生労働省 

令第208 号） 

（施行日：令和2 年12 月25 日） 

123 上から

4 行目 

〜 

5 行目 

（改正 令和6 年3 月18 日厚生労働省 

令第45 号） 
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（旧版） 初版 （令和 5 年 11 月 24 日）  （新版） 2 版 （令和 6 年 9 月 6 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

121 表  124 表 （赤枠を追記） 

 

 
 

 

 
 

124 

 

 （右図に変更） 127   

 

 

 
 

 

 
 

138 別表 5  141 別表 5 

 

（赤枠を追記） 

  

 


